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論文審査の結果の要旨 

以下、本文別紙 
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論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 近世地域金融構造の研究 

 学位申請者 東野 将伸 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授  村田 路人 

  副査 大阪大学教授  飯塚 一幸 

  副査 大阪大学准教授 野村 玄 

【論文内容の要旨】 

本論文は、近世中後期の地域社会における金融構造の実態と特質を解明しようとしたものである。本論文は、

序章、９つの章、２つの補論、および終章から成り、９章２補論は３部に構成されている。400 字詰原稿用紙に

換算して約 877 枚にのぼる大作である。 

序章「近世中後期地域社会研究の課題と農村金融論―地域金融構造への着目とその意義―」では、近世農村金

融史研究の軌跡を近世地域社会論の動向と関わらせつつまとめるとともに、「地域金融構造」という概念の有効性

を強調し、さらに分析対象地域（備中国南西部および摂津国東部）の概要を述べている。 

第一部「少額金融・グループ金融の存立構造」は３つの章から成る。第一章「頼母子運営と村・豪農―『引請

人』の機能と担い手―」は、近世後期備中国南西部における頼母子運営の実態を明らかにするとともに、講の金

銭管理その他を行う「引請人」の機能の分析から、豪農などが務める「引請人」により頼母子の安定的な運営が

可能であったとしている。 

第二章「寺院頼母子と檀家―地域金融と宗教的契機―」は、研究蓄積の少ない農村部の末端寺院による地域金

融―寺院頼母子―の運営構造を、幕末期における備中国後月郡の２ヵ寺の頼母子講を例に、講取立帳や講の規定

書などを用いて解明したもので、寺院頼母子は檀家などによる救済的性格の強いものであったとしている。 

第三章「質地売買と村・同族―備中国南西部を題材として―」は、近世後期における備中国後月郡の一村内の

「質地売買」の全体像を、村落共同体および同族団の規定性に留意しつつ明らかにしたもので、同族間での資金

調達がかなりの程度見られること、近世後期以降、土地所持を村内で完結させようとする傾向が見られることな

どを指摘している。 

第二部「豪農の経営・金融と社会的ネットワーク」は、３つの章と１つの補論から成る。第四章「豪農経営と

親族ネットワーク―備中国後月郡簗瀬村本山成家を題材に―」は、豪農間の親族ネットワークと金融関係との関

連を検討したもので、親族関係と金融関係が一定程度重複していたこと、経営危機に陥った豪農本山成家の救済

にあたって親族ネットワークが有効に機能したことを明らかにしている。 

補論「近世後期～明治前期の豪農家における家・同族意識―山成一族の分家を題材に―」は、本山成家の孫分

家の当主が執筆した「山成家年代記」（明治 14 年成立）の記述をもとに、豪農一族の家意識や相続観を明らかに

したものである。 

第五章「近世中後期の豪農金融と地域社会―経営拡大と融通機能の両立―」は、摂津国嶋下郡高島家を事例に、

豪農金融が豪農自身の成長過程において、また地域社会においていかなる役割を果たしていたのかについて検討

したものである。 



第六章「近世後期の豪農金融と領主財政―経営縮小と領主貸との相関―」は、高島家の領主貸の構造を明らか

にしたもので、同家の経営にとって領主貸は負担となっていたことを指摘している。 

第三部「領主財政と地域社会―年貢収納と貸付・利殖政策―」は、３つの章から成る。第七章「備中一橋領に

おける年貢収納と減免訴願」は、備中国の一橋徳川家領における年貢収納の実態を検討したもので、間銀（石代

値段と米価・大豆価の差）問題は表面化していなかったこと、年貢減免措置が破免という形から安石代という形

へと変化したことなどを明らかにしている。 

第八章「掛屋・大坂蔵元の立替機能と年貢銀収納」は、備中一橋領における掛屋の機能を検討したもので、年

貢銀立替その他の構造的要因により、掛屋であることによる利益面よりも負担面が目立っていたことを明らかに

している。 

第九章「一橋徳川家の財政運営と幕府・所領―貸付・利殖政策を中心に―」は、近世後期における一橋徳川家

の財政構造の実態とその時期的変化を明らかにしたもので、収入の中には幕府が一橋徳川家から資金を預かり運

用した利息が一定の比率を占めていたこと、この「預け金」の額は幕府―一橋徳川家の関係により変化したこと

などを指摘している。 

終章「近世中後期の地域金融構造と社会変容」では、各章の要約を行うとともに、地域金融構造について改め

て整理を行っている。 

【論文審査の結果の要旨】 

近世の地域社会においては、領主による金融、豪農による金融、頼母子講など、さまざまな形態の金融活動が

展開していた。そのいくつかについては、戦前来実証的な研究が積み重ねられており、また近年では新たな豪農

理解に基づく新たな地域金融像も提示されつつある。しかし、それぞれの金融活動を成り立たせている全体的構

造という点になると、未解明の部分が多く残されている。本論文は、そのような現状を変えるべく、領主、豪農、

小前層の三者を視野に入れつつ地域金融構造の解明に取り組んだものである。本論文は、いずれの章においても、

徹底的な史料収集と、膨大な数値データの処理に支えられた分析がなされており、またその分析は極めて精緻で

ある。 

本論文の意義として、第一に、頼母子や質入など、全国的に広範に見られる小規模金融、豪農による金融、領

主による金融など、近世の地域社会において実際に機能していた各種金融の実態を丁寧な分析により明らかにし

たことがあげられる。特に、頼母子の運営構造を「引請人」の役割に注目しつつ明らかにしたこと、また研究の

少ない寺院頼母子の実態を明らかにしたことは評価できる。 

意義の第二は、金銭貸借関係にある双方の当事者同士の関係に一定の傾向が見られることを明らかにしたこと

である。小前同士の土地を抵当にした貸借の場合、同族間でなされることが多かったこと、豪農の金融において

も、親族関係と金融関係がある程度重複していたことなどを明らかにしたことは、本論文の貴重な成果である。 

意義の第三として、掛屋研究を前進させたことがあげられる。とりわけ年貢銀収納や大坂蔵元との関わりにお

いて掛屋経営の特質を明らかにしたことは評価できる。 

最後に、「預け金」に注目することにより、一橋徳川家の財政に対する従来の評価を変更したことを意義の第四

としてあげておかねばならない。同家の「預け金」の本格的分析は本論文が最初である。これは大名財政史研究

にとっても大きく寄与するものであり、本論文の最大の成果といってよい。 

以上のように、本論文はさまざまな点で意義があるが、一方で問題点もいくつか指摘しうる。本論文にはあま

りにも多くの論点を盛り込みすぎたために、かえって論文としての体系性が損なわれた面があるほか、独創的な

地域金融構造研究の方法論の提起という点でも問題を残している。とはいえ、これらの問題点は、本論文の価値

に較べれば、小さなものというべきである。 

よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


